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1. 緒言 X線コンピュータ断層撮影(CT)は患者の内部を観察する手法のひとつである。現在の CT

測定には、金属アーチファクトという課題がある：例えば人工関節として体内に金属が存在する

とき、CT 画像上に本来存在しない偽像が生じる。これにより CT 画像から正しい情報を得ること

ができず、正確な画像診断や放射線治療計画が困難となる。金属アーチファクト低減のためには

一部のエネルギーの X線のみを利用することが考えられる。そこで私たちは、transXend 検出器を

用いたエネルギー分解 CT による金属アーチファクト低減法を以前報告した[1]。その報告ではエネ

ルギー範囲の分割数を 9 とした。最近、エネルギー範囲の分割数を多く、すなわちエネルギー範

囲を 1 keV 程度に狭くすることで、CT画像の線減弱係数の精度が上がることが確認された[2]。そ

こで今回、平面型 transXend 検出器を使用した実験を行い、エネルギー範囲の分割数 218、エネル

ギー範囲 0.5 keVで解析した。 

2. 方法 厚さ 0.1 mmの Zrと Snの 2種類の帯状吸収体を用いた平面型 transXend検出器を使用し

て CT 測定をした。被検体は直径 20 mmのアクリルファントムの中に直径 3 mmのチタン棒を 2

本入れたものである。被検体を 1 度刻みで回転させ、180 方向の測定を行った。測定条件は管電

圧 120 kV、管電流 2.3 mA、測定時間 1.0 sとした。 

3. 結果 一般的な電流測定 CT 画像を Fig.1に示す。電流測定 CT 画像では金属アーチファクトが

発生した。次に transXend検出器によるエネルギー分解 CT画像を Fig.2に示す。70 keVでは金属

アーチファクトのない画像となった。これに対し 100 keV ではチタン領域の線減弱係数が空気領

域と同様の値を示した。これは X 線の散乱による影響だと考えている。 
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Fig.1 Conventional CT image. 
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Fig.2 Energy-resolved CT images, (a) 70 keV. (b) 100keV. 
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